
2025 年 8⽉実施 情報⼯学系 筆答専⾨試験科⽬ 出題の意図 

 

1． 
情報⼯学の基盤となる確率・線形代数・微分積分に関する基本的理解を確認する問題
である．条件付き確率や確率密度関数の扱い，⾏列の階数計算，偏導関数による極値
判定を通じて，数理的な定式化⼒と解析⼒を測ることを意図した． 

 

2． 
数理論理学，形式⾔語理論，計算論に関する基本的理解を確認する問題である．命題
論理式や真偽値表に関する基礎知識，⾃然演繹による証明構成能⼒，有限オートマト
ンの性質と正規表現との対応関係の理解を測ることを意図した． 

 

3． 
基本的なアルゴリズムの動作原理とその解析能⼒を確認する問題である．配列の状態
遷移を逐次的にトレースし，交換・⾛査・終了判定の意味を理解する能⼒，ならびに
反復処理や再帰処理における規則性を読み取り，再帰呼出しの構造や実⾏回数を論理
的に分析する能⼒を測ることを意図した． 


